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中
国
の
武
漢
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
、
今
年
に
入
り
瞬
く
間
に
世
界

中
に
蔓
延
し
、
大
き
な
健
康
被
害
と
経
済
の
急

減
速
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
春
先
ま
で
は
感
染
が
拡
大
し
、
こ
の
よ
う
な

国
を
揺
る
が
す
甚
大
な
事
態
に
な
る
事
を
多
く

の
国
民
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
人
類
は
過
去
に
も
天
然
痘
、
ペ
ス

ト
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
多
く
の
感
染
症
と
闘

い
、
克
服
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
の
疫
病
の
記
述
は
、
備
後
風

土
記
逸い
つ
ぶ
ん文
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
嗚
尊
が
旅
の
途
中
、
一
夜
の
宿
を
あ
る
兄

弟
に
頼
ん
だ
。
裕
福
な
弟
の
巨こ
た
ん
し
ょ
う
ら
い

旦
将
来
に
は
断

ら
れ
た
が
、
兄
の
蘇そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い

民
将
来
は
快
く
迎
え
入
れ

た
。
翌
朝
、
素
盞
嗚
尊
は
「
疫
病
が
流は

や行
れ
ば

茅
の
輪
を
作
っ
て
門
に
懸
け
よ
」
と
言
い
残
し

て
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
後
、
疫
病
が
流
行
り
、

茅
の
輪
を
門
に
懸
け
た
蘇
民
将
来
一
家
は
助
か

っ
た
が
、
巨
旦
将
来
一
家
は
滅
ん
だ
。

　
こ
の
故
事
に
な
ら
っ
て
各
地
で
茅
の
輪
の
神

事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
古
来
も
疫
病
に
苦
し
ん
だ
事
が
伺
い
知
れ
る

記
述
で
す
が
、
日
本
人
の
美
徳
で
あ
る
「
誠
実

と
努
力
」
を
重
ね
る
事
に
よ
り
、
こ
の
度
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
必
ず
克
服
出
来
る
と
信

じ
る
次
第
で
す
。

　
　
　
疫
病
を
克
服

「祈り」まいられぇ岡山フォトコンテスト佳作（岡山市南区郡　横山朋子氏撮影）

　
※
掲
載
の
写
真
パ
ネ
ル
を
撮
影
者
の
横
山
氏
か
ら
提
供
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
ご
本
人
に
贈
呈
致
し
ま
す
。
神
社
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
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安
原
伝
兵
衛
物
語

　
大
久
保
長
安
は
優
れ
た
演
出
家
で
も

あ
っ
た
。
新
し
く
設
定
し
た
銀
の
輸
送

街
道
を
通
り
、
釜
屋
間
歩
の
成
果
を
、

徳
川
家
康
や
世
間
に
広
め
、
同
時
に
自

分
の
名
声
を
高
め
よ
う
と
考

え
た
。
演
出
家
は
本
人
、
役

者
は
安
原
伝
兵
衛
、
舞
台
は

伏
見
城
だ
。

　「
伝
兵
衛
よ
、
こ
の
度
徳
川

家
康
公
直
々
に
拝は
い
え
つ謁
す
る
機

会
を
得
た
ぞ
、
何
と
も
光
栄

な
事
よ
」

　
伝
兵
衛
に
と
っ
て
光
栄
ど

こ
ろ
か
災
難
の
よ
う
な
も
の

だ
。

　「
儂わ
し

の
よ
う
な
田
舎
者
が
天
下
人
に
拝

謁
す
る
な
ん
て
、
ど
げ
し
て
も
勤
ま
り

ま
せ
ん
け
ん
、
何
卒
ぞ
勘
弁
し
て
ご
し

な
い
」

　「
何
を
申
す
か
、
一
生
一
代
の
名
誉
な

こ
と
だ
。
辞
退
な
ぞ
出
来
る
も
の
か
。

ま
あ
お
前
の
気
持
ち
も
判
ら
ん
で
も
な

い
。
儂
の
傍
ら
で
畏
ま
っ
て
お
れ
ば
い

い
」

　
長
安
は
伝
兵
衛
に
有
無
を
言
わ
さ
な

か
っ
た
。
長
安
は
選
ん
だ
陸
路
の
村
や

宿
場
に
助す
け
ご
う郷
を
組
織
し
て
人
足
と
牛
馬

を
準
備
さ
せ
た
。

　
出
発
の
日
が
来
た
。

　
奉
行
所
の
前
庭
に
、
五
十
頭
の
牛
馬

が
並
ん
だ
。
十
貫
目
の
銀
を
納
め
た
木

箱
を
牛
馬
の
背
に
振
り
分
け
、
白
地
に

紺
の
葵
の
御
紋
入
り
の
旗
が
立
て
ら
れ

た
。
行
列
の
前
後
左
右
に
警
固
役
の
侍

が
寄
り
添
う
と
出
発
だ
。
漆
塗
り
金
箔

飾
り
の
大
名
駕か

ご籠
で
長
安
が
進
む
。
伝

兵
衛
は
駕
籠
を
辞
退
し
て
徒
歩
で
従
っ

た
。

　
大
森
ー
赤
名
ー
三
次
の
懐
か
し
い
街

を
通
過
す
る
度
に
、
鳳
泉
寺
の
住
職
や

美
味
し
か
っ
た
鮎
の
川
魚
店
を
懐
か
し

く
思
っ
た
。
昔
と
っ
た
杵
柄
で
、
馬
の

手
綱
を
把と

っ
て
歩
く
馬
子
に
か
え
り
一

人
旅
が
で
き
た
ら
楽
し
い
の
に
と
思
う

伝
兵
衛
だ
っ
た
。
四
日
の
旅
が
終
り
、

尾
道
港
か
ら
船
旅
と
な
っ
た
。
鞆
、
牛

窓
、
明
石
、
西
宮
な
ど
十
四
の
湊み
な
と
で
風

待
を
し
な
が
ら
大
阪
の
御
銀
藏
に
着
い

た
。
長
安
と
伝
兵
衛
は
淀
川
を
の
ぼ
り

伏
見
に
到
着
し
た
。
二
十
四
日
の
旅
だ
っ

た
。

　
慶
長
八
年(

一
六
〇
三)

八
月
一
日
、

二
人
は
伏
見
城
に
登
城
し
た
。

　
何
百
畳
あ
る
の
か
見
当
も
つ
か
ぬ
大

広
間
で
謁
見
が
行
わ
れ
た
。
伝
兵
衛
は

借
り
て
き
た
猫
の
よ
う
に
長
安
の
傍
か

ら
離
れ
ら
れ
ず
、
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
っ

た
。

　「
こ
れ
伝
兵
衛
、
も
う
ち
っ
と
離
れ
ん

か
」

　「
へ
へ
ツ
」

　
周
り
に
は
名
の
あ
る
武
将
と
着
飾
っ

た
美
女
が
蝟い
し
ゅ
う集
し
て
い
る
。

　（
ま
る
で
見
世
物
じ
ゃ
け
ん
な
。
こ

ん
な
場
違
い
の
場
所
へ
来
た
ら
い
け
ん

か
っ
た
が
ね)

　
顔
を
上
げ
た
の
は
一
瞬
、
後
は
膝
元

の
青
畳
を
も
っ
ぱ
ら
見
つ
め
続
け
た
。

　
長
安
は
さ
す
が
元
猿
楽
師
、
晴
舞
台

に
水
を
得
た
魚
の
知
く
振
舞
う
が
、
無

理
に
連
れ
て
来
た
伝
兵
衛
が
動
き
を
止

め
る
の
が
辛
い
と
こ
ろ
だ
。

　
や
が
て
本
日
の
目
玉
商
品
、
銀
作
り

の
山
車
が
登
場
し
た
。
長
安
が
庇か
ば

っ
て

い
た
白
布
を
取
る
と
、
一
間
四
方
の
台

に
、
白
砂
を
敷
き
つ
め
浜
州
に
見
立
て
、

銀
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
蓬ほ
う
ら
い
ざ
ん

莱
山
が
聾

え
て
い
る
。
衆し
ゅ
う
も
く目
が
こ
の
一
点
に
集
ま

る
と
、「
拙
者
大
久
保
長
安
と
こ
れ
に
控

え
ま
す
る
山
師
安
原
伝
兵
衛
が
石
見
銀

山
の
釜
屋
間
歩
よ
り
掘
り
出
し
た
る
銀

で
ご
ざ
り
ま
す
る
」
と
口
上
を
の
ベ
た
。

そ
の
声
は
朗
々
と
大
広
間
の
隅
々
ま
で

届
い
た
。
続
い
て
遠
い
上
座
の
徳
川
家

康
か
ら
尊
き
お
言
葉
を
賜
っ
た
。
し
か

し
伝
兵
衛
に
は
よ
く
判
ら
な
か
っ
た
。

長
安
の
所
作
に
合
わ
せ
て
ひ
た
す
ら
頭

を
下
げ
る
う
ち
に
儀
式
は
終
わ
っ
た
。

「
伝
兵
衛
よ
う
勤
め
た
ぞ
」
と
長
安
は
上

機
嫌
だ
。

　
長
安
に
は
石
見
守
、
伝
兵
衛
に
は
備

中
守
の
官
命
を
賜
り
、
更
に
伝
兵
衛
に

辻
ヶ
花
染
胴
服
と
扇
子
が
贈
ら
れ
た
。

14

七
五
三
詣
り

本年は下記の年齢の子供が七五三
です。ご祈祷は随時奉仕しており
ますが、予約をお願致します。

３歳　平成 30 年生　男・女
５歳　平成 28 年生　男
７歳　平成 26 年生　女
七五三詣りは「かぞえ年」で行うのが本
義ですが、諸事情により「満年齢」でも
お参りされています。

徳川家康から贈られた辻ヶ花染胴服
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３
【
質
問
】

　「
山
の
神
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に

は
、
二
つ
の
点
か
ら
見
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
は
古
典
に
み
ら

れ
る
「
山
の
神
」
で
す
。『
古

事
記
』
に
は
伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

邪
那
岐
命
、

伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

邪
那
美
命
に
よ
る
神
生
み

に
よ
り
大お
お
や
ま
つ
み
の
か
み

山
津
見
神
が
、
ま

た
後
の
段
で
は
、
火
の
神
で

あ
る
迦か
ぐ
つ
ち
の
か
み

具
土
神
の
身
体
か
ら

奥お
く
や
ま
つ
み
の
か
み

山
津
見
神
の
ほ
か
、
七
柱
の

神
々
が
成
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
山
の
神
々
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
民
間
信
仰
に
お
け
る
「
山

の
神
」
で
す
。
こ
の
信
仰
は
人
々
の
生

活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
そ

の
地
域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
山
の

神
に
対
す
る
一
般
的
な
信
仰
は
、
春
に

　
よ
く
自
分
の
妻
の
事
を
「
山
の
神
」

と
言
い
ま
す
が
、
妻
と
山
が
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
う
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
答
え
】 神

道
Ｑ
＆
Ａ

な
る
と
山
か
ら
里
に
下
り
、
五
穀
豊
穣

を
助
け
る
田
の
神
と
な
り
、
秋
に
収
穫

が
済
む
と
再
び
山
に
戻
る
農
耕
神
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
山
に
は

先
祖
の
御
霊
が
鎮
ま
る
と
も
考
え
ら
れ
、

祖
霊
に
対
す
る
信
仰
と
も
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
林
業
な
ど
山
の
仕
事
に
携
わ
る
人
々

に
と
っ
て
の
山
の
神
と
は
、
多
く
の
場

合
は
女
性
神
と
考
え
ら
れ
、
山
を
護
る

神
で
あ
り
、
お
産
の
神
と
し
て
も
信
仰

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
何
回
か
の
山
の

神
の
祭
日
に
山
に
入
る
と
災
難
に
遭
う

な
ど
、
崇た
た

り
が
恐
ろ
し

い
神
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
に
携
わ

る
人
々
に
と
っ
て
も
、

山
は
航
海
の
上
で
大
切

な
目
印
で
あ
り
、
古
来

か
ら
深
く
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
中
世
末
以
降
、
俗
称

と
し
て
自
ら
の
妻
を「
山

の
神
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

山
の
神
の
神か
ぐ
ら楽
に
巫
女
が
杓し
ゃ

文も

じ字
を

持
っ
て
舞
っ
た
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
歌
舞
伎
な
ど
に
登
場
す
る
「
山
の
神
」

の
恐
ろ
し
い
姿
は
特
に
印
象
的
で
す
。

〈
山
の
神
〉

コ
ロ
ナ
禍
で
の
祭
事

　
四
月
十
七
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
に
よ
り
政
府
か
ら
全

国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
事

を
受
け
、
五
月
十
七
日
の
春
季
大
祭
は

供
膳
祭
を
中
止
し
、
祭
典
は
責
任
役
員

八
名
の
み
参
列
と
し
て
、
奉
仕
致
し
ま

し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
は
五
月
三
十
一
日
に

特
定
警
戒
八
都
道
府
県
を
除
く
三
十
九

県
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
七
月
三
十

日
の
夏
祭
も
例
年
通
り
の
執
行
は
困
難

と
判
断
し
、
本
年
は
過
密
を
避
け
る
た

め
、
茅
の
輪
の
設
置
と
人
形
の
奉
納
を

を
八
月
二
日
ま
で
と
四
日
間
に
延
長
し
、

国
及
び
岡
山
県
の
感
染
防
止
対
策
の
指

針
に
沿
っ
て
、
茅
の
輪
の
前
に
社
会
的

距
離
を
置
く
た
め
の
足
形
及
び
消
毒
液

を
設
置
し
、
手
水
の
柄
杓
及
び
鈴
緒
の

撤
去
を
行
い
夏
祭
を
執
行
し
た
結
果
、

適
度
な
人
数
で
、
分
散
し
た
茅
の
輪
く

ぐ
り
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

七
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
み
ん
な

の
想
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
竹
明
か
り

七
月
三
十
日
夏
祭
に
設
置
さ
れ
た
茅
の
輪

10 月 17 日（土）
午前 10 時
鶴﨑神社秋季大祭（供
膳祭）➡例年通り執
行。
午後 7 時
八幡神社秋季大祭
➡例年通り執行。
表参道提灯点灯
露店あり
10 月 18 日（日）
神幸祭は中止。

鶴﨑神社大祭神札は
幹事さんを通じ、全
氏子に配布致します。

秋季大祭の予定
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祭
事
暦

十
月
十
七
（
土
）

　［
午
前
十
時
］鶴
﨑
神
社
秋
季
大
祭【
供
膳
祭
】

　［
午
後
七
時
］八
幡
神
社
秋
季
大
祭（
露
店
あ
り
）

十
一
月
十
五
日
を
中
心
に
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
月
）　

　［
午
後
二
時
］
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
土
）［
午
後
二
時
］　
年
始
祭
　

毎
月
一
日
［
午
前
九
時
］　
月
次
祭

※
各
祭
典
は
ど
な
た
で
も
参
列
出
来
ま
す
の
　

　
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
拝
下
さ
い
。

　
当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご

奉
仕
致
し
て
お
り
ま
す
。

♦
家
内
安
全
・
交
通
安
全
・
初
宮

　
詣
・
七
五
三
詣
・
厄
除
・
九
星

　
災
難
消
除
・
安
産
・
当
病
平
癒
・

　
学
業
成
就
・
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・

　
埋
井
祭
・
改
装
清
祓
・
解
体
清

　
祓･

神
葬
祭
・
霊
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連

絡
下
さ
い
。

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

新任

総
代
の
異
動

帯高南古開

鈴
木
　
裕
二

倉
敷
市
帯
高
三
九
九
ー
二

三
浦
　
正
五

　
倉
敷
市
帯
高
四
三
二
ー
三

退任

（
令
和
２
年
6
月
1
日
付
）

 

参
集
殿
建
設

 

高
額
奉
納
者
名
玉
垣
設
置

　
令
和
二
年
五
月
、
二
十
万
円
以
上
ご

奉
納
の
方
々
の
お
名
前
を
刻
し
た
玉
垣

を
参
集
殿
前
に
設
置
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
参
集
殿
建
設
会
計
報
告

　
平
成
三
十
年
、
総
代
会
に
お
い
て
参
集
殿
建
設
が
決
議
さ
れ
、
同
年
趣
意
書
配
布

令
和
元
年
に
は
募
財
活
動
の
開
始
と
並
行
し
て
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
同
年
年
末
に

は
参
集
殿
が
無
事
完
成
、
竣
工
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
氏
子
の
皆
様
方
の
赤
誠

溢
れ
る
浄
財
の
奉
納
と
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
五
月
、玉
垣
設
置
を
終
え
関
連
す
る
全
て
の
工
事
が
終
了
致
し
ま
し
た
の
で
、

参
集
殿
建
設
会
計
の
決
算
書
を
掲
載
し
、
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。




